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売上高

SEGMENT

235億97百万円

67.3%
158億74百万円

158億74百万円

コンデンサ・モジュール部門

私たちの社会を休むことなく動かしつづける「電力」。その電力を
より効率的に、より便利に使うために、パワーエレクトロニクス技術
が進歩してきました。そのひとつが、さまざまな装置や家電機器に
搭載されているインバータです。
インバータは装置や機器を高度に制御し、省エネを実現しますが、
一方で、「高調波」という“電気のひずみ＝ノイズ ”を発生させます。
このノイズは、電線の中の電気にも入ってしまい、家庭やオフィス
にある機器に、誤動作や寿命の低下、照明のちらつきなどの障害を
及ぼしてしまいます。「アクティブフィルタ」は、インバータから発生
した高調波に対して“逆”の補償電流を流すことで、その波を打ち消
します。「アクティブ」という名前のとおり、自ら能動的に高調波へ
と働きかけ、安定した電気の供給を支えています。

「レール電位抑制装置」って、聞いたことあるかい。新幹線のホームにいる乗客のみんなを守る
ための装置なんだ。もしも、この装置が無かったら、みんな感電してしまうことに……。でも
安心して！ボクの仲間たちがしっかり安全を守ってるから。ホームに停車している新幹線には、
電気は流れていないけど、その横を通過電車が走ると、レールを伝って電気が流れ、ホームに
まで電気が流れてきてしまう。電気は高い所から低い所に流れるからね。この電気の大きさ
の差（電位差）を無くし、流れないようにするのが、レール電位抑制装置の役目なんだ。

電力障害から、くらしを守る！
「アクティブフィルタ」を日本各地へ

たくさんの電気を使って走る新幹線。どうして人に、感電しないの？
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コンデンサ
モジュール部門

32.7%
77億23百万円

電力機器
システム部門

EV・HEV用フィルムコンデンサが好調に推移しました。結果、
売上高は158億74百万円（前年度比10.1％増加）となりました。
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電力機器システム部門
力率改善装置、瞬低補償装置が堅調に推移しました。結果、
売上高は77億23百万円（前年度比5.3％増加）となりました。
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※セグメント別の営業利益については、調整額△1,759百万円があります。
（セグメントに帰属しない一般管理費等の全社費用）

（2020年3月）
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財務ハイライト

アクティブフィルタ設置前

高調波の影響があると、
電気は乱れます。

アクティブフィルタを設置し、高調
波対策を行うと電気は滑らかにな
ります。

～アクティブフィルタの納入実績～
シヅキのアクティブフィルタは、日立造船株式会社の
ほか多くの企業にご採用頂き、日本各地の工場や病院、
学校をはじめ、汚泥再生処理センターや水処理施設、
ごみ処理場などに設置されています。

アクティブフィルタ設置後


